
       

常
念
フ
ェ
ス 

参
加
・
参
画
者 
募
集

８
月
30

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
常
念

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル(

会
場
：
常
念
ド
ー
ム
・

堀
金
中
央
公
園)

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
・
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

 

《 

イ
ベ
ン
ト 

》 

① 

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
多
い
場
合
は
抽

選
等
で
決
定
） 

②
く
つ
飛
ば
し

大
会 

③
仮
装
行
列 

 

※
「
参
加
申
込
書
」
を
公
民
館
に
提
出
。 

 

７
月
11

日
（
金
）
ま
で
。 

《 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

》 

 

イ
ベ
ン
ト
の
補
助
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
７
月
23

日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で
。 

  

詳
し
く
は
、
回
覧
板
・
市
Ｈ
Ｐ
を 

！ 

 

     
   子

ど
も
の
近
視
予
防 

文
部
科
学
省
は
、
小
中
学
校
で
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
使

う
授
業
が
本
格
化
し
、
目
の
健
康
へ
の
影
響

を
心
配
す
る
声
に
応
え
た
め
に
近
視
の
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
の
多
く
は
近
視
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
ほ
か
、
学
年
が
上

が
る
ご
と
に
近
視
の
割
合
が
増
え
、
特
に
小

学
校
低
学
年
か
ら
中
学
年
に
か
け
て
大
き

く
増
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
併
せ

て
分
析
す
る
と
、
「
短
い
休
み
時
間
で
も
出

ら
れ
る
と
き
は
い
つ
で
も
外
に
出
る
」
な
ど

屋
外
で
の
生
活
が
多
い
子
ど
も
は
、
屋
外
活

動
の
少
な
い
子
ど
も
よ
り
も
視
力
低
下
の

リ
ス
ク
が
低
い
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。 

学
校
以
外
の
電
子
機
器
の
使
用
が
視
力

低
下
や
近
視
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
は
明

確
な
結
果
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
た

だ
、
学
校
以
外
で
の
勉
強
や
読
書
の
時
間
が

長
い
と
視
力
低
下
や
近
視
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

文
科
省
は
、
電
子
機
器
の
使
用
も
含
め
て

長
時
間
、
近
く
を
見
る
作
業
に
気
を
つ
け
る

こ
と
が
近
視
の
予
防
に
重
要
だ
と
し
て
い
ま

す
。 医

療
機
関
に
よ
る
と
、
近
視
を
発
症
す
る

年
齢
が
低
い
ほ
ど
、
そ
の
後
の
近
視
の
程
度

が
強
く
な
る
研
究
結
果
が
あ
る
。
近
視
の
程

度
が
強
い
と
将
来
、
網
膜
剥
離
や
緑
内
障
な

ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

 

 

堀
金
公
民
館
だ
よ
り 

 

  第６３号 

回 覧 

堀金地域人口 
 

男 4,２５０ (− ５)
女 4,４８６ (＋ ３) 
計 8,７３６ (− 2)  
世帯数 3,606  
         (+ ５) 

 【６月１日現在 】 

 

裏
面
へ
続
く 



 

雷
日
数
が
増
え
て
い
る
？ 

 

こ
の
頃
、
落
雷
に
よ
る
人
身
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
。
近
年
、
雷
日
数

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
雷
の
「
増
加
に
は
、
日
本
の
平
均
気

温
の
上
昇
」
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。 「

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
安
全
啓
発
の
視
点
か
ら
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。 

           

   
 

雷
は
積
乱
雲
の
位
置
次
第
で
ど
こ
に
で

も
落
ち
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高

い
と
こ
に
落
ち
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
比
較
的
安
全
な
場
所
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
築
物
、
自
動
車
、
列
車
で

す
。 屋

外
に
い
る
場
合
は
、
高
い
建
物
か
ら

４
ｍ
以
上
離
れ
、
姿
勢
を
低
く
し
て
雷
が

落
ち
着
く
の
を
待
ち
ま
す
。 

 
 
 

      

雷
注
意
報
が
出
て
い
る
時
や
周
囲
に
黒

い
雲
が
あ
る
場
合
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
場

合
は
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
で

す
。 

〔
引
用
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
防
災
こ
れ
だ
け
は
〕 

      

《 

７ 

月
の
公
民
館
事
業
予
定 

》 
 

・

４
・

日
（
金
）
ら
く
ら
く
チ
ェ
ア
教
室
② 

・

５
・

日
（
土
）
お
宝
発
講
座
・
カ
リ
ー
ラ
イ
ス
② 

・

６
・

日
（
日
）
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in

常
念 

・

９
・

日
（
水
）
ア
ン
ラ
ー
ン
講
座
・
伊
那
谷 

16

日
（
水
）
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
常
念
っ
子
③ 

17

日
（
木
）
童
謡
唱
心
の
歌
講
座
③ 

18

日
（
金
）
ら
く
ら
く
チ
ェ
ア
教
室
③ 

24

日
（
木
）
菊
づ
く
り
講
座
③ 

25

日
（
土
）
常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
会 

30

日
（
水
）
子
ど
も
公
民
館
① 

31

日
（
木
）
子
ど
も
公
民
館
② 

        

田
代
掻
く
常
念
岳
を
取
り
戻
し 

    
和
田 

照
男 

片
栗
や
久
し
ぶ
り
だ
と
お
辞
儀
す
る  

黒
岩 

佳
江 

〝
初
級
ス
マ
ホ
教
室
〟

で
定
員
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
目
覚
ま
し
い

中
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る

人
と
受
け
ら
れ
な
い
人
に

生
ま
れ
る
情
報
格
差
（
デ

ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
）
は
、

生
涯
学
習
を
続
け
る
う

え
で
解
消
す
べ
き
課
題

で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
朴
風
】 

  

 

編
集
後
記 

俳 句 

歌句 

堀
金 

 

 

 

 

引用：防衛大学校 小林文明教授 

 

緊急時のために

「雷しゃがみ」を覚

えておきましょう。 


